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　６月２０日（土）、２１日（日）の二日間にわたり、大館北秋田中学校総合体育大会が開催さ

れました。本校生徒は日頃の練習の成果を存分に発揮し、男女バスケットボール部（男子は東中

学校との合同チーム）の優勝をはじめ、各競技で数多くの入賞を果たしました。その素晴らしい
 結果と堂々とした姿を本校職員の一人として大変誇らしく感じています。

　今回の結果は、仲間を信じ、自分自身がこれまで積み重ねてきた努力を信じて最後まで挑戦し

続けた成果であると思います。厳しい練習や思うようにいかなかった日々を乗り越え、努力を積
 み重ねてきた選手の皆さんに心から拍手を送りたいと思います。

　もちろん勝負の世界ですから、すべての選手が上位大会への切符を手にしたわけではありませ

ん。しかし、これまで積み重ねてきた練習や仲間と励まし合いながら過ごした時間は、決して無

駄になることはありません。部活動を通して培った忍耐力や集中力、最後まで諦めず挑戦する姿
 勢は、これからの学校生活や進路実現に向けても大きな力になることでしょう。

　選手たちをここまで導いてくださった顧問の先生方、そして最も身近で励まし支えてくださっ

た保護者の皆様に心より感謝申し上げます。県大会へ出場する選手の皆さんには、さらに高みを

目指し、大北地区の代表として存分に力を発揮してくれることを期待しています。全校生徒・教
 職員一同、心から応援しています。

　大会に先立ち、６月１７日（水）に激励会が行われました。生徒会のメンバーや大会に出場し

ない生徒たちが中心となって準備を進め、応援団の力強いエールや全校生徒が輪になって声を合

わせた円陣など、選手たちへ精いっぱいの思いを届けました。普段は落ち着いた学校生活を送る

ＫＪ生ですが、仲間のためとなれば学校全体が一つになり盛り上がることができる、それも本校

 の大きな魅力です。

　選手だけでなく、応援する生徒も含め、全校が心を一つにして迎えた大北総体でした。仲間を

信じ、思いを込めて送られたエールは、きっと選手たちの「あと一歩」を支える力になったこと
 と思います。改めて、生徒たちがもつ温かな心と大きな力に感動した日々となりました。



 　

　　６月２８日（日）、秋田県吹奏楽コンクール県北地区大会が開催され、本校吹奏楽部が見事
 金賞を受賞し、全県大会への出場を決めました。

　本校吹奏楽部は、中学校と高校が一つのバンドとして活動しており、「国際情報学院」として

コンクールに出場しています。中学生の部員も日頃から高校生と一緒に基礎練習や合奏を重ね、

音楽と真摯に向き合ってきました。練習の量も質も高校生と同じレベルが求められる中で、懸命

に努力を重ねる中学生の姿には、いつも感心させられます。一つ一つの音に心を込め、仲間と息

を合わせながら積み重ねてきた日々が、今回の美しいハーモ
 ニーにつながったのだと思います。

　金賞という素晴らしい結果は、部員全員で努力を積み重ね

てきた証です。ここまで導いてくださった顧問の先生方、そ

して日頃から温かく支えてくださった保護者の皆様にも、心

より感謝申し上げます。次はいよいよ全県大会です。これま

で培ってきた仲間との絆を胸に、会場いっぱいに国際情報学
 院らしい美しい演奏を響かせてくれることを願っています。

 

 

 

 

 
 　

　５月２３日（土）、ＰＴＡ早朝奉仕作業を実施しました。当日は生徒・保護者・教員、あわせ
 て３０名を超える皆様にご参加いただき、花壇の耕起作業と駐輪場の清掃を行いました。

　朝７時から約１時間、参加者の皆様にご協力いただいたおかげで、花壇は６月３日に実施した

全校生徒による花植えの準備が整い、駐輪場も見違えるほどきれいになりました。現在、花壇に

は黄色が鮮やかなマリーゴールドが咲き誇り、生徒たちの学校生活に彩りを添えています。また、
 駐輪場も快適な環境となり、生徒たちが毎日気持ちよく利用しています。

　本来であれば５月号でご紹介したかった活動ですが、紙面の都合により今号での掲載となりま

した。このようなＰＴＡ活動は、生徒が安心・安全に学校生活を送るために、学校と家庭が力を

合わせることの大切さを改めて実感できる貴重な機会でもあります。当日は、遠く鹿角市から駆

けつけてくださったご家庭もあり、多くの皆様の温かいご協力に支えられて作業を終えることが

できました。改めまして、ご参加いただいた保護者の皆様、生徒の皆さんに心より感謝申し上げ
 ます。

　今後も、学校と家庭が連携を深めながら、生徒たちが安心して充実した学校生活を送ることが

できる環境づくりに努めてまいります。引き続き、本校の教育活動へのご理解とご協力をよろし
 くお願いいたします。


